












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































衝動中における最初の潜 矢 矢の最初の運動 弦と矢との衝動
在能力。
































































結果 内属因 非内属因 動力因



















































































































































































結果 内属因 非内属因 動力因







haste　karma haste atmahastasarpyogat prayatnam　apekSama工1at
▲nusale　　kanna musale hastamusalasarnyogat prayatnam　eva　apekSamanat
（2） 杵と臼との衝突







































































































































































欲求 意志的努力 　アートマンと手の結合m　手と弦と矢 の結合 弓を引くという手の運動
ｭという弦と矢の運動®
意志的努力 手と弦と矢との結合 弦と弓の両端との結合 弓の両端の運動
②弓を解き放っ





弓の弾力 弓と弦との結合 弦の運動 弦に潜在能力　（勢い）
⑤　弦と矢の結合に衝動発生および衝動中の矢の運動①







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　nodanad adyam　i§oh ka㎜a　tatkarmakaritac　ca sarnskarad　uttararp tathottaram　uttarafi　ca／
　　矢の最初の運動は衝動からく生ずる〉。そしてその運動によって生じた潜在能力
　　から次〈の運動〉がく生ずる〉。また、同様に次のまた次の〈運動が順次に生ず
　　る〉。”（23）
ここでは矢の運動はあいまいな形で書かれている。この引用文中の“次の運動”とは
矢の空中での運動と考えることができる。衝動については2通り考えることができる、
1つは衝動が弦と矢の間に一瞬の間作用し、矢は即座に弦から分離して、その間に生
じた運動の潜在能力によって、空中を運動するという考え方である。他は
PraSastapadabha§yaと同じ意味の衝動、すなわちこの衝動のもとで弦の運動が矢に徐々
に伝わり、矢の運動が徐々に激しさを増すという形の衝動について雑な取り扱いをし、
矢の運動が衝動から生ずる場合と潜在能力から生ずる場合の2通りがあることを単に
示したにすぎないという考え方である。
　この衝動が一瞬の間、作用するという考え方で注釈しているのがCandranandaの注
釈であり、またAnonymous　Commentaryもそれに属する。また、15世紀のSahkara　MiSra
のUpaskaraではVaiSe＄ikasロtraと同じように衝動はあいまいな形で書かれている。ここ
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ではsUtra5－1－17に対するCandranandaの注釈とAnonymous　Commentaryを見ていき、最後
にUpakaraを見ておく。
この個所のCandranandaの注釈は既に第3章で示したが比較のため再度載せておく（24｝。
　　　jya6arasarnyogah　prayatnapekSo　jyagatavegapekSo　va　nodanam，　tat　adyam　iSoh
　　karma　nodanapek§a耳1　sa】pskararp　karoti，　nirapek§am　tu　sarpyogavibhagau　／　tatab
　　samyosad　vinaS1e　ka㎜a取i　nodane　vibhagad　vini噸e　adyakarmajasarpskara　uttaram　i§au
　　karma　karoti，　tathottaram　uttararp　paunah　punyenety　arthah　／
　　　意志的努力に依存している、あるいは弦に存するヴェーガに依存している弦と
　　矢との結合は衝動である。それ故、矢に最初の運動は衝動に依存して、潜在能力
　　を生ずる。だが、〈これらと〉独立にく運動によって矢の〉結合、分離がく生ず
　　る〉。それ故、結合から運動が消え、分離から衝動がなくなるとき、最初の運動
　　によって生じた潜在能力は矢に次の運動を生ずる。　‘同様に次のまた次のく運動
　　が生ずる〉’とはいくども繰り返して〈運動が生ずる〉という意味である。
Anollylnous　Commentaryではこの個所は次のように注釈している。　t’25）
　　　dvitlyadikammapi　na　nodanasya　karapatvam　／tasminn　ativrtte　dvitlyadikarmodayad
　　avyavahitaparvak＄apavartinab　kara取atvat　／　tasmad　vegakhyah　samskaro　hetuh　／　tasya
　　ca　karapantarabhavad　adyaip　kama　kara取am　apatanam　eko　vegab　／　sa　evayarp
　　vega　ity　anubhavat，　bhedakaprama［iabhavac　ca　／
　　　第2等の運動において衝動には原因性がない。それ（衝動の原因性）が過ぎた
　　とき、第2等の運動の発生を妨げない、前の瞬間（第1瞬間時の運動）に存して
　　いる〈運動の〉原因性から〈第2等の運動が生ずる〉。それ故、ヴェーガと呼ば
　　れる潜在能力が〈第2等の運動の〉原因である。そしてそれの原因が異なること
　　がないから、最初の運動が原因である。落下するまで1つのヴェーガが存在する。
　　それがまさしくこのヴェーガであるという知覚があるが故に。そしてくそれを〉
　　区別する認識手段がないが故に。
この両書において衝動は瞬間的に作用し、すぐに矢は弦から離れて空中を運動すると
いうことを述べている。Anonymous　Commentaryでは第2等の運動は理由を述べずに衝
動が原因でないと述べているが、衝動についてはなにも注釈されていない。そして第
2の運動は空中での運動と考えていたようである。衝動については、
Vai§esikasUtra5－2－1
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　　nodanabhighatat　samyuktasarpyogac　　ca　ppthivyarn　　karma　〃5－2－1〃　　（26）
　　衝動、衝突そしてくその部分とそれに〉つながれた部分との結合から土性の物質
　　の運動がく生ずる〉。
の注釈（27）、
　　　balavatpavanabhighatat　nodanad　va　balavatpavanasamyuktabrahmarp（］asar　lyogad　va
　　PPthivyam　karma　〃
　　　強い風σ）衝突からあるいは衝動からあるいは強い風にっながれた世界との結
　　合から土性の物質の運動が〈生ずる〉。
においても注釈されていない。従って弓矢の運動における衝動は“第2等の運動にお
いて衝動には原因性がない”と述べていることより、瞬間的と考えられるがはっきり
しない。
　次にCandranandaの注釈では衝動が瞬間的に作用し、すぐに矢は弦から離れて空中
を運動するということが述べられている。すなわち弦の運動の潜在能力、ヴェーガに
基づいて弦と矢との間に衝動が瞬間的に作用する。そのとき、矢に最初の運動が生じ、
その運動によって矢にヴェーガが生ずる。そして衝動という結合において最初の運動
が消え、それから生じたヴェーガによって第2瞬間時の運動が生じ、矢は即座に弦か
ら分離し、空中を運動する。そして次の空間と結合して第2の運動は消え、ヴェーガ
によって第3の運動が生じ、その空間の位置から分離し、次の空間の位置と結合する、
というように空中での矢の次々の運動はヴェーガによって生ずるということが記され
ている。
　これはVaigesika学派の運動に対する基本的な考え方、　“運動は運動体をある場所か
ら分離させ、次の場所へ結合させる。そしてその結合によってこの瞬間的な運動は消
滅する”を衝動に持ち込んだため、衝動が瞬間的になったと考えられる。
　この衝動の考え方は衝突とどのような違いがあるであろうか、その違いを
Candranandaの注釈によって見てみたいと考える。
（3）　Candranandaによる衝動、衝突の考え方
　VaiSe＄ikasOtra　5－2－1のCandranandaによる注釈では衝動、衝突は次のように書か
れている。（2S）
　　　samastan　　VyastallpS　　ca　　gurutvadravatvavegaprayatnanapek＄ama］40　　yab　　sar「lyogavi5eSo
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　　nodanat　prera阜ad　avibhagahetoh　karmanah　kararpam　tad　nodanam，　tatha　hi－・・一…一一一
　　padadibhir　nudyamanayarp　pahkalchyayatp　ppthivyatri　karma　jayate／vegapek§o’bhi－
　　ghatad　　abhihanyarnanasya　　vibhagaheto】（l　karmapa】b　　kara］〔lam　　sarpyogo’　bhighatab　　tatha
　　hi－一一～一一一rathadibhir　abhighatat　pr目vyekade§e§u　　d1Syate　　karma　　／　　5－2－1
　　　重さ、流動性、ヴェーガ、意志的努力の全体あるいは個々に依存している特殊
　　な結合で、　C衝動から’、すなわち駆ることから〈両者が〉分離をしないという
　　ことを原因として〈1つの運動が生ずるとき、その〉運動の原因となる結合、そ
　　れが衝動である。例えば、足等によって推されている泥と呼ばれる土に運動が生
　　ずるがごときく足と泥との結合〉である。ヴェーガに依存し、衝突から打たれつ
　　つあるものが分離を原因として〈1つの運動を生ずるとき、その〉運動の原因と
　　なる結合が衝突である。例えば、地面の1つの場所で、車等によって打たれるこ
　　とから〈土が飛び跳ねる〉運動が観察されるがごとき〈車と土との結合〉である、，
ここで書かれていることは結合している両者が結合したままの状態で運動を生ずるよ
うな結合が衝動で、両者が分離することによって運動が生じるような結合が衝突であ
る。したがって、Candranandaは衝動と衝突を明確に区別している。しかも、衝動の例
として足が泥を推し続けるときの足と泥との癒着状態を上げている。このことは衝動
が1回だけの運動を生ずるのではなく、多数回の運動を生ずるとした方が自然と考え
られる。また、この衝動と衝突の定義および例はPraSastapadabhaSyaおよびその注釈書
にも同じように記載されている。｛”）
　再び弓矢の運動に立ち戻る。Candranandaの注釈では弦と矢が分離をしないで矢に最
初の運動だけが生ずるのであるから、運動は瞬間的であるため、この衝動は衝突と何
ら変わらない。衝動であるなら、satra　5－2－1の注釈から推すものと推されるものが結
合状態で運動を生ずるのが衝動であるから、衝動中で推されるものが運動を生じてい
るときは常にこの両者は結合状態である。それ故、結合から運動は消えることがない。
．また、運動によって生じた結合分離は弦と矢の両者が衝動状態で場所を進むとき、矢
と弦とが一緒になった状態、すなわち衝動状態の運動によって両者と場所との間に生
ずるのであって、弦と矢の間には生じない。推される矢が推す弦から離れて衝動がな
くなるのは別の条件によるものである。すなわち、衝動がなくなるときは推される矢
の運動が激しくなって弦が矢をとどめておけなくなったときである。従って衝動中に
1回だけ運動が生ずるとしているのは衝動中の運動と空中での運動を単に分けたにす
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ぎないと考えられる。それ故、Candranandaの注釈では衝動中での矢の運動を雑にあつ
かったか、または運動の結果である結合分離を誤って衝動中に持ち込んだことによる
のか、どちらかであると考えられる。
　また、VaiSe§ikasUtraの15世紀の注釈書、　Upaskaraにおける弓矢の運動では衝動中
での矢の運動は既に第3章で示したように曖昧である。Upaskaraによれば、次のよう
に書かれている。（コ゜）
　　　puru＄aprayatnenfik；＄taya　patafijikaya　numasyeSor　adya　karma　jfiyate，　tatra　nodanam
　　asamavayikaranam，　i§uh　samavayikara］］am，　prayatnagurutve　nimittakarape　tena　cadyena
　　karmana　samanadhikarano　vegakhyah　saipskaro　janyate　／　sa　ca　vegena　gacchatlti
　　pratyak§asiddha　eva　／　tena　sarnskarena　tatreSau　karma　jayate　tatrasamavayikaraparn
　　sarnskarah，　samavayikaraiiiam　i＄uh，　nimittakara口an　tu　tivro　nodanavi§e§ah　／　eva負　ca
　　yavad　i§u　patanam　anuvartamanena　saipskarerPa　uttarottarah　karmasantano　j　ayate／
　　　人の意志的努力によってパタンジカーを引くことのよって矢が推されている間
　　に、〈矢に〉最初の運動が生ずる。その場合、衝動は非内属因である。矢は内属
　　因である。意志的努力と重さとは動力因である。そしてその最初の運動によって
　　同じ基体にヴェーガと呼ばれる潜在能力が生ずる。そしてそれ（おなじ基体、す
　　なわち矢）はヴェーガ（勢い）によって動いているということがまさに直接知覚
　　によって実証される。そのときに、その潜在能力によって矢に運動が生ずる。そ
　　の場合、潜在能力は非内属因であり、矢は内属因である。しかし動力因は強い特
　　殊な衝動である。そしてかくの如く矢が落下するまで付き従いっっある潜在能力
　　によって次の〈更に〉次の運動の継続が生ずる。
この記述では衝動中の矢の運動は曖昧であるが、空中での運動は最初の運動によって
得られた潜在能力から生ずると記されていることより、衝動は瞬間的であると考えら
れる。これはCandranandaによる注釈と同じになる。このことよりVaigeSikastttraの注釈
書では衝動の取り扱いはPra§astapadabha§yaより雑であると考えられる。すなわち衝動
中での矢の運動が述べられていない。しかし、運動に関する因果律は第5図のように
Upaskdraにおいて注釈されている。
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第5図Upaskaraによる運動に関する因果関係
　　　動力因　　　　　　　　　非内属因
　意志的努力と重さ　　　　　　　　衝動
　　　結果
矢に最初の運動発生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢にヴェーガ発生
　　　衝動　　　　　　　　　　ヴェーガ　　　　　　　 空中での矢の運動
この第5図において意志的努力が動力因であることは理解できる。すなわち意志的努
力によってパタンジカを引き、それが原因となって衝動が生じているのであるから、
意志的努力は衝動の原因となりうる。しかしUpaskaraでは重さが動力因となっている
が、この理由は分からない。VaiSeSikasロtra　5－2－1のUpaskaraにおける衝動に関する
注釈では重さが衝動の原因であることは一切記されていない。衝動に関しては
Upaskaraにおいて次のように注釈されている。（31）
　　　nodanarp　samyogaviSeSab－一一一一yena　sarpyogena　janita．rp　karma　sarpyoginoh
　　paraspara耳1　vibhagahetUr　na　bhavati，　yah　samyogab　Sabdanimittakaraparp　na　bhavati　vfi／
　　　衝動は特殊な結合である。何故なら、その結合によって生じた運動は共に結合
　　している2つのものを互いに分離させる原因とならない、あるいはその結合は音
　　の動力因とならない〈ところの結合が衝動である〉。
これは衝動がどのような結合であるか述べたに過ぎない。衝動と重さとの関係は明ら
かでない。この重さについて別としてもこの個所に関する因果関係はよく注釈してい
ると考えられる。しかし弓矢の運動が生ずるための運動過程はUpaskaraにおいて述べ
られていないので、PraSastapadabha§yaおよびその注釈書の方がより優っていると考え
られる。
以上より矢の運動に関してはVaiSeSikasUtraおよびその注釈書では衝動について雑な取
り扱いをし、矢の運動が衝動から生ずる場合と潜在能力から生ずる場合の2通りがあ
ることを単に示したに過ぎない。CandrdnandaではVaSe§ika学派の運動に関する基本概
念、“運動は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる。そして
その結合によって運動は消滅する。”を誤って衝動中の矢と弦の間に適用したものと
考えられる。
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5、　結論
　VaiSesika学派では物体の運動について2つの考え方が存在している。1つは
PraSastapadabhaSyaおよびその注釈書に書かれている運動論で、　「推すもの」と「推さ
れる物体」との間に特殊な結合、衝動が作用して物体に最初の運動が生じ、その運動
によって運動の能力、ヴ・［一ガが生じる。この衝動のもとで物体の運動とヴェーカは
相乗的に増加していく。　「推すもの」から離れた後、物体の運動は衝動中に蓄積され
たヴェーガによって生ずるという考え方である。他はVaiSe＄ikasUtraおよびその注釈書
に書かれている運動論で、衝動の作用のもとで唯1回の運動が生じ、それにつれてヴ
ューガが生ずる。　「推すもの」から離れた後、物体の運動はこのヴェーガによって生
ずるという考え方である。
　この2っの考え方の内、Vaige§ikasUtraおよびその注釈書に書かれている理論では衝
動中での運動が雑に取り扱われている。
　これら2っの考え方はPragastapadabha§yaおよびVaiSe§ikas豆traのそれぞれの注釈書に
おいて、時代が変わっても元本の考え方通りにそのまま受け継がれている。
　ここでは、このような2つの理論がユ1世紀以後17世紀ぐらいまでVaige＄ika学派
の中でどのような展開をしているのか、その一端を当時のVaiSesika学派の著作を調べ
ることによって見ていきたい。当時の著作を調査するにあたって、
①　　G．Kaviraj：　The　History　and　Bibliography　of　Nyaya－VaiSeSika　Literature，　Varanasi，
　1982．
②B．K．　Matilal二Nyaya－VaigeSika（A　History　of　lndian　Literature，　Vol．　Xq），Wiesbaden，
　］977，　pp．53－75．
③K．H．　Potter：Nyaya－　VaiSeSika（Encyclopedia　of　lndian　Philosophy　VoL　III）、Delhi，1977、
　PP．　9－12．
を用いた。調査の結果、著作の数は第6図に示すとおりである。
PraSastapadabha§yaの運動論のメカニズムが記載された注釈書は10世紀のVyomavatlと
Nyayakandaliの2書である。その後、　Nyayakandallの注釈書が3書作られている。それ
らは13世紀頃のNaracandrasロriによるNyayakandaE　Tippana、　15世紀頃の
RajaSekharasariによるNyayakandall　Pafijikaおよび年代不明のSidilaによるKusumodgamaで
ある。これらの内、Nyayakandaliの運動論に注釈しているのは年代不明のKusmodgama
である。t32　”この注釈書では弓矢の運動で矢が空中を運動する個所で、矢は衝動で得ら
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れたヴェーガ唯1つによって空中を運動するというVaiSesika学派の説を擁護し、瞬間
瞬間に生ずるヴェーガによって矢の空中での運動が生ずるとしているNyaya学派の説
を批判している。それ以外には運動論の重要な個所に注釈はされていない。したがっ
て、PraSastapadabhaSyaの運動論のメカニズムについて、発展はVyomavatlとNyayakandalI
で終わってしまったようである。また、VaigeSikasUtraの注釈書は12世紀頃の
Anonymous　Commentaryおよび15世紀のUpaskaraを除くと19世紀までない。しかし、
Pragastapadabhasyaの注釈書でも初めの2章、　Dravya（実体）とGupa（性質）だけを注
釈した11世紀のKirai：iavallは17世紀までに15の注釈書が書かれている。中でも
16，17世紀の注釈書が最も多く、11もある。また、12世紀の注釈書ではない
Vaige§ika学派の書物、　Nyayalllavatlは多くの人々によって愛読されたという。　c33）そして
9つの注釈書が書かれている。Nyayalllavatiは先に見たように書物の構成の仕方は
PragastapadabhaSyaの構成を踏襲している。しかし運動の章では運動の種類が5種であ
ることが盛んに議論されているのみで、身体の運動および物体の運動についてそのメ
カニズムは一切記されていない。（34）
　このように、11世紀以後、物体運動のメカニズムを記載している著作はVaige§ika
学派の著作の中で非常に少ない。
　従って、11世紀以後、Vaigesika学派の多くの人々は運動について、種類が5つで
あることの哲学的な議論だけを必要とし、物体運動のメカニズムなどには殆ど、興味
を示していないと結論づけられる。
一308　一
第6図　17世紀までVaiSesika学派の著作数
　　　　　　　　　　　　　　　　運動論記載の著作
1　　　　　61世糸己　　　　　　　　　PraSastapadabha§ya
　　　　　　　　　注釈書
　　10世紀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2（Vyomavatl，　NyayakandalI）
　　11世紀以後
　　　　　　　　複注釈書　　　　　Nyayakandaliの注釈書
　　12世紀以後　　　　　　　　　　　　　　3
II　1，2世紀頃　VaiSesikasUtra
　　　　　　　　注釈書
　　　7世紀頃
　　12，3世紀頃
　　15世紀
m　12世紀
　　13世紀以後
そうでない著作
1　（Candrananda）
1（Anonymous　Commentary）
1　（Upaskara）
　　4
Kira口avallの注釈書
　　　15
（16，］7世紀
　　11　　）
NyayalliavatI
　　9
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